
人文ネットワークは、読者・著訳者t編集者、さらにでき

れば書店・印刷所の方々とも連携して、我が国の人文

書出版の現実、すなわち、単なる利便性や拙速性や

広範性のみに腐心する本づくりの現状を批判し、その

現実を改革しようという会です。私たちは、大文書が構

想され制作され流通する現実的プロセスの全体を視

野に収めつつ、特に制作プロセス、本づくりの現場に注

目しながら一一つまり我が国の出版の社会的現実にお

ける個々の人文書の具体的生産現場と切り離すことな

く一一、定期的な読者会を通して一冊の人文書を読

解します。それは 人ヽ文書の内容の読解と、その社会

的な現実存在の理解との連結です。当ネッ|ラークは、

本づくりのためにではなく、自らの本づくりのあり方を考え

改革するために、ますは著訳者と編集者という当事者

同士が出会う場として設定されました。私たちはこの作

業を通して新たな現実的知性の発見を目指します。こ

のニューズレターはこうした私たちの活動の一部をご紹

介させて頂くものです。

巻頭 イ ンタ ビュー

※『
融香遷屋養笹告奮

者社会運動の新しいかたち
0「駄菓子屋Jをキーワードとした大変ユニーク

な社会文化輪をこの夏に上梓されましたが、ま

ず、本という形を選んだ理由をお聞かせ下さい。

松田 こ の本は、― のための研究書では

なく、市民のための研究書 際 の割 です。

これが、私が本にした最大の理由であり、き

つと、これを本にしてくれ輸 の編集者

もそこに共感していただいたのではないかと

思つていま坑 私は、研究者ではありませゑ

中学校の教員です。しかし、同時に様々な社

会的活動もしています。調べたのは駄菓子屋

です。しかし、そこには現代社会の対抗文化

的な意義がありました。調べた地域は山形で

す。しかし、そこには普遍的な広がりがあり

ました。だから、提案体として一つのまとま

つた本という作品にしたのです。

●本づくりのプロセスはいかがでしたか。

松田 こ の本は、大きく三つの要素から組み

立てられています。一つはフィール ドワーク

による聞き取り、二つは膨大な文献調査、三

つは私の実践活動です。特に本の多くは公立

図書館を利用した点で、「本は学者の専売特

許」という俗論を打破したとも言われました

さらに、私のこれまでの共同活動による経験

から、この本づくりも編集者とのコラボレー

ションによつて生まれました。私は、超発散

型で風呂敷をどこまでも広げていくタイプで

曳 それを編集者が現実的に引き締める役割

だったので、編集の方には頭を悩ませた仕事

だつたと思います。        |

●出来上方t●てみて、手応えはどうですか。

松田 こ の本は、私にとつて初めての本づく

りで、出来上がりは想像できませんでした

出来た本をいただいた時は、父親が生まれた

ばかりの我が子を見るような感じでした。書

店や多くの方々からは、まず表紙が楽しいと

いう声と駄菓子屋の模型を作つてくださつた

「工作おじさん」に感謝 ! 内 容は、日舎教

師の著作に対して 「読むスタミナ料理に舌つ

づ豹 、「子ども文化論のみならず日本文fヒ論

の画期的な仕事」など過分なことばを頂きま

した。映画評論家 ・佐藤は男氏の書評 (随刷

朝日』
'02.10/4号

)に、私が聞き取りした駄菓

子屋のおばあちゃんの話が哉つていましたが、

それが一番の説得力だつたかもしれません。

●どんな説得力ですか?

松口 私 の造語で言えば、隣人類、常人、社

会的オバアの説得力です。メディアを使つた

遠くの誰かや文献ではなく、あなたの隣りや

近所の人、いつもそこにいて安心できる人

選 次 と対をなす院釣 、絵 的オジの老人

力版の話、その中で近代の大入社会が最も忘

却した象徴が駄菓子屋の店主だったのです。

松日眼 山形の自宅にて (プロフィー′閉洩刺ゆ

奉公 して...、という急がされた人生の中で、

自分の天分を見出していない、生かされてい

ない、しかし見出したい、もつと生かしたい

と大半の人が思っていることです。これを克

服するには、職業人の技能を生活者としても

活かし、誰もがいつたん生活者に戻つて自分

の生活を作り直し、そこから天分を見直す作

業が必要です。中学教員である私が、実際に

週休日に駄菓子屋の前で 「楽校」を開き 欲

頁 「この本と私J列 的、/LMに 向けてこの本

を書くこと自体、その一つの実践です。

●松田さん命名の「生活作り方運動」ですね。

松田 こ ちら東北の山形では、昭和はじめ、

農作業などの 「生の現実」体験を子どもたち

が獲 で綴る 「生活綴方運動」篠唱者、国分
一期 再)が おこりました。しかし、今必要な

のは、実感できる 「生の現実」生活そのもの

を作り出すことなのです。これが私の提案で

すが、その教師は 「みんな」なのです。

(インタビュー/文 貫:新評論編集部、
'02.H.19)
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0こ の本自体が一つの社会運動だと思います

が、松日さんの運動曖残をお聞かせ碓 い。

松口 各 人が天分を生かし、生活者として生

きる、ということです。現代社会の課題は、

とにかく学校に行き就職して会社人間として
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■欝■,豊 射亀のような 「夫他力」
●蔵持不三也 (1946年 鈴 、珊 田押揚 損 /文 化人類学)

恥 じらい、衡い、笑い、涙、危うさ、確信、こだわり、いじめ ・

いじめられ、反省、優しさt友 情、いがみ、喧嘩 ・口論、憎悪、

仲直り、あざとさ、駆け引き、わがまま、魅惑、反鱗、妬み ・

嫉み、自慢、自惚れ、誇示tそ してささやかな恋心…。駄菓子

屋への遠い郷愁を語る言葉はことほどさように際限なし、だが、

本書の真骨頂は、そんな駄菓子屋のイメージを単なる郷愁のう

ちに押し込めるのではなく、むしろ際限なく増幅させ、それを

著者の教育フィール ドとして闊達に光景化したところにある。

闊達もそう、これほど闊達な書は、そうざらにあるものではな

いだろう。

ま ずはその造語である。「ダガシヤ・ボランティア」「ダガシヤ・ベンチャー」(両者を足せ

ば 「ボランチャー」)、「自分史図書館」、「通楽路」、「民俗文化療法 ・駄菓子屋療法」、「団葉

道路」、「子どもデイクアセンター」、「生活・自鞠 、「ダガシヤ期」、「緊張弛緩店」、「出

島みせ」、印鉢琳教育」、「隣苑鞄、「遠畑 など、本書前半部でもこれだけある。総ざら

いすれ,まそれだけでこの紙幅が完全に埋まるだろう。その 「文化力」たるや、さながら連

射砲のようでとどまるところを知らなし、 だが、何といつても極めつけは 総 ゝでぁる。
これ一語で本書の世界を過不足なく開陳してしまうからだと言い得て妙とはこのことを

推争Ⅲ力、

ま してゃ、随所に配された大胆な概創騰司乳 巻末加 の課題例と実行用の軸

さらに、駄東子屋の原型とされる江戸時代の番小屋からの歴史を跡づけ、琉具や遊びの文化

を浴々と論じつつ、ダガシヤ・チルドレンの可能性と創造性とに満ちた世界を余すところな

く描き出し、はては 「ナラティブ・セラピー」や 「セレンディビティ」すら援用する。カコえ

て、自らのフィールドワークに基づきながら、教育学はもとより、歴史学、社会学(文 化人

類学、心理学といった学問領域の先端的な精華を横断的に消化し、教育理念と方法論と実践

とを語る。まことにガルガンチュア的胆力である。そして、気がつけば、ほかならぬ本書自

体が 「購 白 となっている。まことに出憎いばかりの仕掛けといえる。

時 島勲』ル‐

1梶ド体 宝 輯 躍 墨
1熱 」村型 Q嗣 皓 ・個
‐★下右、自らデザインした

インン辮翻ラ

パラレルな世界、『駄菓子屋楽校』

『駄菓子軸 で、私が社会に提案した
のは、「パラ吻И (並行)という概念である。

私は駄菓子屋をフィール ドワークして駄菓

子屋の意義を考察したが (それが本著になっ

た)、同時に、駄菓子屋の意義を現代に再生す

る試みとして、「だがしや剰陶 と名づけた集
いを学校週休日の土曜日に行なつた。

「だがし帥 は、駄菓子屋の前の公園

など (子どもが集刃効 に地域の老若男女が

集い、お祭りの屋台のようなイメージで、各

人がめいめい 「遊びと学びの屋台」を開くと
いうものである。別に屋台を開かなくても、
かまわなレ、 かつての地域生活のように、集
まるだけでも、話が生まれ、子どもは遊びを

始める。

地元の大学生なども参加したが、彼らには、

学校とは異なるもう一つの 「教育実習」と説

明した。実際、仲間の美術や理科の学校教員
も、学校の授業で行なう工作や実験をここで

すると何がどう違うかを感じている。そして、
子どもたちも感じている。学校では生徒であ

るが、ここでは先生になることもできるし、
それらの役割以前の人間づきあいがここにあ

るのだ。かつては当り前にあつた、このよう

新 たな現 実

● 松 田 道 雄 佑醍措)

な自由な人づきあいと 「生きた学び」を再生

してみる実験が 「だがしや薬校」である。そ

れは、だれもが、職業とは別にパラレルに持
つべき生き方である。
高度経済成長以降の近代生活の克服点は、

人々が 「会社』人間として、地域生活はもち

ろん家庭生活までも犠牲にして 「軸 に献

身してきたことにあるということは、周知の

合意であろう。ここに、パラレルという概念
を意識すれば、仕事と家庭という当り前のパ

ラレル ・ライフに気づき、さらに趣味やボラ
ンティアや市民活動という第二の時間で、自

分の天分や生きがいを探すというパラレルな
生き方が社会に定着すると私は考えている。
学校教員が学校外で楽校をつくり、調査研

究とともに実践活動をし、夜仕事で本著を書
き上げた私のパラレルなスタイルそのものが

社会提案なのである。このことは、スタディ・

ブック 働究嗣 岡環子屋紺剣 とともにブ
ビング・ブック C末を野励 『天分剰  (仮題、
近刊)を、コンセプト・ブック 廻臨領訪『駄
菓子軸 とともにプロジェクト・ブック
(実践編》『だがしや楽校に行こう』(仮題、

近刊)と いうパラレルな本づくりでも表現し
ている。

騒環子屁韓横から飛び出した
手づくりのグッズをご紹介します

著者・松口氏と仲間がアイデアを出し合つ〔 嘩

倒 の本の中か氏 いろいろなグッズが生まれました! 通

軸 作つてみたしヽ 飾つて加 ヽ者てみたい

帥 ・G燿鷲子屋封豊定グッラ◇串

てはP計遣に野宅Sしヽ ル ロ%継 りした威

粂ガ 松 田 道 雄 氏 プロフィ
ール

1961年 生加ゎ生れも育ちも現在も山形県山形
市。中学校社会科教員のかたわら、社会活動と
社会提言を行なう。1993年 、「壁画とニット」
運動でロレックス国際賞佳作受賞。パッケー

ジ・デザインで地域散策する 「パック・テーソ
ング」;多亀 その他、帥 ・「地球着」な
どの学びのデザイン・楽習用品づくりを企画。
「だがしや紺抱 などの校外楽校も開き、天分

探しや企画づくりのワークショップを展開中。
自称 晴想豹 。

●山形 ・八文字屋本店 鳥 谷部 昭子

今年の夏のレジ前平台は 『駄菓子屋楽校』で賑

わいまし毛 まさにその昔なつかしい駄菓子屋を

店内に再現すべく、50郷間実際に使い込んだ木製

の階段式商品展示台を駄菓子屋さんからお借り

し、A― lこもな懇 薙 の製 戦 々の

駄菓子 ・おもちゃを配置するなど当店としては

久々に熱の入つた展開となりました 特に40代

から60代 ぐらいのお客様が多かつたようですが、

― 見て声をかけて下さる方もいたり、ま

た、途中、著者の松田氏と一緒に慎型を作つて下

さつた方や駄菓子屋のおばあさん等が立ち寄つ

て下さり、大いに話に花が咲くなど、この本を通

してお客様はじめ沢山の方々とのコミュニケー

ションのきっ力Wナにもなったと思います。かつて

駄菓子屋に集まった子どもたちの世界がひとつ

の子ども文化論として結実したこのユニークな 1

冊3論 じるだけでなく、実際に行動し実践する生

きた教育論として、これからも注目していきたい

と思いま抗

的 知 性 の発 見へ !/「 駄菓]聾 鞘飽 の素 2003年書、CD出 ます !



座談会/『 駄菓子屋楽校― 撃とを解ゲ晶』を読む

2002年 11月 2日、輛 田非 にお
いて、著者の松田道離氏を囲み、桑田記彰、十屋

進、― ■、白都 、出的 曝 誦
!よ子ども観に始まって、学校教育と学校外教育
の問題点、子ども社会と大人社会との関係、また

駄菓子屋的世界と学校的世界それぞれの魅力の

結合可能性にまで及んだと以下、各人の発言の要
旨を記す。膨 出日)

功 ― Lしての時 的

白石 駄菓子屋的世界を 「サブカルチャー」

という位相 ・問題圏に接続して把握すること

に、個人的な興味を覚えました。サブカルチ

ャーの問題は、「共同偽 「共同性」をめぐる

議論ですが、近年の 「公共圏」Z翔町蜘 をめ

ぐる議論においても無視できない視点です。

座窮ほ翌田職。「よるiまる山膨わヽら、メジじRのロロビ;座第勤は
居酒鴎楽被を出邸すてきた若者 (斉卜`

さて、このような把握から浮上する、著者

の問いかけとは何か? そ れは、駄菓子屋的

世界=サ ブカルチャーの側から、ある種の「共

同伯  「公共性」を実現できないか?と いう、

まさしく現代的な問いです。駄菓子屋的世界

を現代社会に位置づけ直そうとするこの本の

意義を、私はそのように受け止めました

類似した視点から、かつての 「文芸カフェ」

を描いたものとして、ハーバーマスの 『公共

性の開圏園剣 が挙げられるでしょう。

町

桑田 駄 菓子屋的世界の魅力は、人間も出会

いも、けつして 「記引 陶 されない関係性に

あります。つまりそこには、社会的役割 (記

引 りを越えて現れ出る人間存在との出会い、

生身の人間との出会いがあるのです。

そのような出会いにおいて、私たちは次の

ことを求められます。つまり、手前で一瞬立

ち止まること、よく注視すること、また、理

解したり勘殴するには果物鮮説漸藤が伴い

容易ではないので、そのために膨大な時間を

費やすよう心がけること、などです。

私が提案したいのは、こうした駄某子屋的

世界にベースを置きながら、学校的世界の魅

力に接近し(たとえば、純粋な知的魅力)、い

かにすればそれらを取り込めるの力、 という

視点です。そのためのアイデアが、この本に

は一杯話まっています。

田書の子どもと抑会の子ども

出口 「田舎と都会では、子どもの置かれて

' るヽ環境に決定的な違いがある」という座談

会での著者の発言に、ハッとさせられました

おそらく、オルタナティブ教育運動として

の駄菓子屋運動も、田舎と都会では、提案 ・

実践される意味も背景も異なるはずです。

駄菓子屋 以後」、子どもたちが成長し暮ら

してゆく大入社会では、「中央/地 方」の格差

が明確に現れるし、自党されもしますち就業

や進学、生活上の選択肢の少なさから、田舎

の子どもは、地元を離れるのか? そ れとも

残るのか? 残 るのではなく、残された場合、

自分の拠り所を何に見出すのか?考えます。

だから、私たちが子どもや教育について考

える場合も、安易な一般化は慎みたし、 子ど

もが置かれている「環境の種別伯 、背景に潜

む 「不平等」を見失う恐れがあるからです。

子ど3触 会と六入社会

土屋 子 どもに社会的な決定権がない以上、

子どもが置かれている世界を真剣に考えるこ

とは大人社会の責任です。その意味で、現場

からの著者の発言 ・提案は貴重です。ただ、

それが行き過ぎて、大人が子どもに 「遊び」

を押しつけてしまう帥 まないでしょう力、

また、遊びや教育の仕方を変えるだけで、間

題,搬 できるのでしょうか? む しろ 「駄

菓子屋』を提起した背景には、大入社会の問

題が横たわっているのではないか? こ う考

えれ,ま 子ども社会を包含する大入社会に踏

み込んで問題を提起する必要があります。

また、「暴力陶 など負の側面をも含めて子ど

も社会を語ることで、「駄菓子自 の持つ 「社

軸 が単なる 「ノスタルジー」を超えて、

社会の深みにまで錘を垂れていることに皆が

気づいていくのではないでしょう力、

J さヽな8LL矩 な鵬

大野 「公教育」(学校教育)に は限界がある

が、「私教育」(学校外教う には自由を育む

空間がある、という前提には、以前から疑問

を抱いていました。なぜなら今日、公教育の

場も私教育の場も、ますます 「管翻 路 が進

行しているように私に悩魯われるからです。

ではどうしたらよいのか?

著者が提案 。実践する駄菓子屋運動のよう

に、私教育的立場からr/j、さな戦略」を立て、

個人や地域社会の次元でボランティア的に教

育改革を進めてゆく意義を私も認めまするた

だ、行政次元での教育制度の見直しについて

も考える必要がある。つまり、公教育的立場

から 「大きな戦略」を打ち立てる必要です。

しくつかの買間に答えて

松田 子 どもの遊びを変えれば問題は解決さ

れるのか?という質問ですが、もちろん駄菓

子屋体験で全ての問題が解決されるとは私も

考えていませれ なぜ大人が子どもに遊び方

を教えるのか?という質問ですが、「押しつ

け」というネガティブな面よりも、むしろ大

人が子どもにとつて良いと思われる環境を作

り、後は子どもたちの判断に任せるというポ

ジティブな面を大事にしたいと考えています。

教育現場の限界についての指摘もありまし

た。私自身は学校教育に携わる場所から発

言 ・提案をしてきました。当面は、駄菓子屋

楽校という学校外教育と、パラレルに実践し

てゆくなかで模索したいと思います。

左錠会を終えて 座 議会は冒頭で、松田さ彬
の山形の地酒がふるまわれ、真昼からテーブルー

面の駄菓子をつまみに、まさに大人の楽校気分 !
で進行した。この昼夜を逆転させる心憎い演出に
加え、上下さかさまの 「地球着」セーターを着た松
日さんを囲んでいると、あたかも本当に、この惑
星の自転や地細が反転し始めた錯党を起こすと大
人になりすぎた私仙酔うほどに、あの時代めがけ
て、自分の時間軸を駆け下りていつた (出日)

20日第3号 切正寛盟担四E】ヨ】■

抑 隷

融蟹準瞥螢鏑

*この村まあらゆる本のジヤンルとリンクしています。■店の掘構成・フェア等へのヒントとしてご利用下さしヽ
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●桑 田謹 彰 (1949年勤 、駒澤押拷痕 /辞 )

私の駄菓子屋的提言一人社会の変革へ印ナて

大人は、子ども世界の現住人ではないのに元住人であつたせいで、自

分がその世界を理解していると思い込みがちだとただのノスタルジ■程

度なら無害であろうが、子ども世界への元住人の積極的介入ということ

になると、この 「軸 が大きな問題になる。

子ども世界田踏み込む元住人には、「境界線を越える」という厳密な意

識、その世界の最も重要な原理を忘却してしまっているかもしれないと

いう怯えにも似た自党、その結果自らの権力に無自覚でノスタルジーに

限がRztんだ元住人による有害な 「善意の押付け」の危険性についての明

確な話歓 要するに「子ども世界の自律性の魂塾 の姿勢が必要である。

「自律性の軸 とは、何もしないことではなし、 それは、子ども世

界の美化をきつぱり排除し、あらためてその世界の現実を冷静に見極め、

その世界の原理に添うかたちで、その世界に関わることである。子ども

世界には、激烈な闘い、差別、序 ljfヒがある。この否定的な現実を、子

ども世界の創造性に結び付けながら、子どもならではの優れた問題解決

法を示唆することが、魅力的な異邦人としての大人の腕の見せ所である。

● 白石 嘉 治 (1961年鈴 、上智ラ暇 地 、教員/抑

先日、初の 「文学フリマ」力滅載車・青山で開かれ亀 プロ・アマを問

わず同じ条件で、自分の作品をテーブ漱 こ並べて即売する試みである。

同様のスタイルはマンガでは定着しており、その代表的なものは年2回

数日間の開催で100万 人を動員する。むろん 「文学フリマ」はそれには

遠く及ばない規模だが、私は会場で不思議な幸福感に包まれていた

私は 『駄菓子軸 の著者と同年であり、80年 代に青春をすごした

世代である。当時はポストモダンと呼ばれる思潮が隆盛し、離散的で断

片的であることの価値が称揚された。
一方で、その対極にあるものとし

て、共同体的な営みはことごとく斥けられる傾向があつた。

「文学フリマ」の魅力。それはかつて味わった駄菓子屋での体験に通

じている。そこにはいわば駄のフラットな集合体としての魅力があり、

断片的なものがその固有の価値を失うことなく共有されていた。離散的

でありつつも共同的な場が成立していたのである。ポストモダンでは見

失われ競 私はこうした駄菓子屋的な幸福感の自律的な生成の試み

とつねにともにありたいと思う。

小さい頃、駄菓子屋に行つた記憶はあまりない。したがって駄菓子屋に郷

愁を感路 こともなし、駄菓子屋的なものに価値を見いだせない人間であ

私にいかなる駄菓子屋的提言が可能だろう力、

松田氏の本を読んで、一番ショックだったのは、現在の学校で行われてい

る授業の時勲彰詢をめぐる話だつた 教員は指導要領にもとづいて一種の

シナリオを作成するが、そこには生徒の側の反応までがあらかじめ予定調

和的に盛り込まれているという。日本の管理教育は世界的に有名だ。将来

の創造性につながるいかなる自由な思考や感臆の鵜 、生徒がそれを表

現する以前に話 つて刈り取つてしまう。「倒 的な教員組合に属する執員

が生徒を洗脳するのを阻止するという妄想的な使命感ゆえか、官僚は教員

を人格的な存在と認めず、指導要領や管理規員Jで縛りつけてきた 学校空

間の中で失われた自由を、学校の周縁に別の極菌贈することで、回倭しよう

とV う`のが駄菓子屋的戦略の本質であるように私には思える。助 しヽ、変え

なければならないのは、まさにその学校空間であり、必要なのは教育を官

僚から奪い返す政治的決意だ。

● 出 口雅 敏 (1969軌 モンペリエ第3メ掛 隅 課 移 牧 化― j

子どもと大人の関係を考えるとき、サンタクロースの思い出は象徴的

だと思う。レブィ=ス トロースが指摘したように
*、

サンタクロースは、

私たちの社会を分割している。つまり、サンタを信じる 「子ども」たち

と、サンタを信じない 「大匁 たちとだと大人は、子どもが異なる世界

の住人であること、他者であることをサンタクロースに告げられる。

しかしだからと言つて、二つの世界は遠く隔てられたままではいなし、
~つ

の世界の間には、交換=交 感がある。それは、プレゼントという目

に見える形を取るが、同時に、「サンタは信じないがサンタを守る」とい

う、子ども世界に応えようとする大人帥   「気遣▼」も贈られるの亀

子どもと大人の間に,よサンタクロースを介した同盟が約束されている。

ところで 「サンタなんかいなし、大人に輛されてい泡 、というサンタ

喪失体験は同盟の破綻であり、それは子どもの大入世界に対する信用失

墜の端緒にもなる。とはいえ、同盟を磁綻させることで私たちは大人に

なり、サンタクロースの思い出に抱く想いは、あの時代に同盟を結んで

くれた大人たちへの信頼と、今の子どもたちと結ぶ同盟の幸福感だろう。
*C・レチィチ トロース/中沢新二訳・解説『サンタクロース例 はリカ転 1995)

編集後記>当会第6団乳鋼ま11/2時 却
読書会の形で5時間に渡り執り行われた 冬支度
目前の山形より迄 駆々けつけて下さつた著者松日
さ潮こ″L功ヽら感謝申しJデ たい卜氏との付き合い
1ま6年前、中学執員から申 ラ鮮羊した彼が本
設 基となる嚇 卿 盤 つてくれたこと
に始まる。これを材料に社会への提案書を原稿
450枚に書き下ろすことでこの本の企剛必 タート
した が、4年後には1500枚もの束を受け取るこ
とになる>母 代 だが、そヨこH38りされ翻
と擢剰よ まさしく の に価する具
体性を湛えてビニ ただ、読み手の部供 製作費の
高さを考えると、これを商品化するには大きなリス
クを伴う。内容を大幅に再構成し、論旨を引き締
め、陸 ぎりぎりに抑えて捉第売上ライた 25∞
部に誰 し、販粛鞘握整 え毛 氏も販売に鋼
協力となった 地元割よ 商店と魅 誌
の丁寧な対応、講演会、そして持ち前の着想力で
多彩な宣伝活動を自らの社会運動― として今
も実践されている>勅 を狙つて作る訳では
なし、心底普及したいから作るのであり、それ故
売る力が生れるのだ [『駄菓子鞠 繭

●大 野英 士 (1956年鈴 、朝 日田ラ職 地 、教員/押 )

駄楽子星とヨンビニは
二つの朝ヤ明絆簿 もヽしれない

駄菓子屋は消費社会へのプレジュー陶亀 働き蜂社会がじ次 もう=方 で移陸勅知働激 な力、家族
の枠からはじき出た団塊の子どもたちは、放課後という時間を発見し、空き地や駄菓子屋という空間を発

見した。解体しつつある旧来の規子関係を物を媒介にした関係で補修する社会機能も持ち会わせていた駄

菓子屋は、同時に子どもを消費社会のサイクルに繋げていく場でもあつた
とはいえ駄菓子屋空間には知の原風景がある。本来の 「売買」機能の外側t孔子どもの目の高さに置か

れた駄菓子屋の展示台は、ものを一覧できるように配置されていた 子どもの知覚と記憶のレベルで、ゆ

類と比較」という知の基本が無意識に身に付くようになつていた。また薄暗い店は、「発見の場所」'亀
五円玉を地べたに落とし、陳列台の下をのぞき込むと真っ暗な別世為調ぎつかりと広がっているではない

力、ふと気づく陳列台の傷のわずかな変化は、「時間の流れ」を教えてくれた。そして強い陰影を生み出

抑 ま、その傷を 「さまざまな形」で見せてくれた 全てが無意識のうち,孔 さらに子どもにとつて

売りものは兼材にすぎなし、 「ベイゴマ」はヤスブで徹底的に形を変え、回転バランスの良いものにし、

回転したときをイメージして色つけをしていたもの亀
こうした駄菓子屋がヨンビニに変わり消え去るのは子どもの消費空間ではなし、知の原風景亀

●土屋 進
( 1 9 4 9争鋤ほ 中央東判ほ教R/現 側田め

孤日覇岡田】望河E思索が開花する社会へ!


